
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育課程進度表(令和6年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1年 2年 3年 前期 後期 前期 後期 前期 後期
論理学 森川　孝吉 × 1 30 1 30
情報科学 林　実 × 1 30 1 30
看護物理学 田中寿郎 × 1 30 1 30
日本語表現 新井 恵 × 1 30 1 30
看護のための教育学 中井俊樹 × 1 30 1 30
哲学 森川　孝吉 × 1 30 1 30
地域文化論 秋山英治 × 1 15 1 15
文化人類学 若林　良和 × 1 30 1 30
生命倫理Ⅰ（現代社会と倫理） 山本 與志隆 × 1 15 1 15

山本 與志隆 × 1 15
濱井 盟子 ×
中橋　恒 〇

高橋 平徳 × 1 30
松本雅美 〇 30

家族論 野本 ひさ 〇 1 30 1 30
医療現場で使う英語Ⅰ(医療英語入門） 高久保 文恵 × 1 30 1 30
医療現場で使う英語Ⅱ（医療英語） 高久保 文恵 × 1 30 1 30
健康と運動 芝 亜紀 〇 1 30 1 30

小　　　　　　計 15 405 10 5 0 165 135 105 0 0 0
人体の構造と機能Ⅰ（人体の成り立ち） 田中　潤也 ○ 1 30 1 30
人体の構造と機能Ⅱ（人体の概観・運動) 宮脇 恭史 〇 1 30 1 30
人体の構造と機能Ⅲ（内部調節） 佐伯 由香 〇 1 30 1 30
人体の構造と機能Ⅳ（呼吸・循環） 山下 政克 〇 1 30 1 30
人体の構造と機能Ⅴ（栄養・排泄） 矢野　元 × 1 30 1 30
病理学 濱井 盟子 × 1 30 1 30

角南 典生 〇 30
山本　晋 ○

河野 真介 ○
鎌田一億 ○

疾病の成り立ちと回復の促進Ⅱ（呼吸・循環機能障害） 渡辺　浩毅 〇 1 30 1 30
村上　英広 〇 30
鉾石　文彦 ○

疾病の成り立ちと回復の促進Ⅳ（血液・免疫機能障害） 山下政克 × 1 15 1 15
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅴ（女性性･生殖機能障害） 仁位 史建 〇 1 15 1 15
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅵ（精神機能障害） 見山朋恵 〇 1 15 1 15
疾病の成り立ちと回復の促進Ⅶ（小児の疾病） 伊藤 卓夫 〇 1 15 1 15
微生物学 奥山正明 〇 1 30 1 30
栄養学 植田 真知 〇 1 30 1 30
薬理学 田中　守 〇 1 30 1 30

中田 亮輔 〇 30
　沖田　将斗　 〇

鈴木 伸 〇
川﨑　貴弘 〇
餌原　洋輔 〇
兵頭 初恵 〇
德丸　晶 〇 15
中橋 恒 〇

大藤 佳子 〇
山本 克司 〇
豊田 茂樹 〇
吉田 秀志 〇

社会福祉Ⅰ(社会福祉概論） 松田 美紀 〇 1 15 1 15
社会福祉Ⅱ（医療保障制度） 曾我 亘由 × 1 15 1 15
公衆衛生 丸山 広達 × 2 30 2 30
関係法規 横山 千津子 〇 1 15 1 15

小　　　　　　計 23 540 13 10 0 180 195 105 60 0 0
基礎看護学概論 太田美枝 〇 1 30 1 30
コミュニケーション技術 藤原 恵子 〇 1 30 1 30
基礎看護技術Ⅰ（看護技術入門） 藤原 恵子 〇 1 30 1 30
基礎看護技術Ⅱ(生活を支える看護技術） 藤原　恵子 〇 2 45 2 45
基礎看護技術Ⅲ（治療を支える看護技術） 小路 陽子 〇 2 45 2 45
フィジカルアセスメント 藤原 恵子 〇 1 45 2 45
看護過程 藤原 恵子 〇 1 30 1 30
臨床判断能力 上原　茂相 〇 2 45 2 45
看護研究 野本 ひさ 〇 2 45 2 45

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 13 345 12 2 0 135 120 0 90 0 0
地域・在宅看護概論 宇都宮千都 ○ 1 30 1 30
地域・在宅看護論Ⅰ(地域連携） 宇都宮千都 ○ 2 45 2 45
地域・在宅看護論Ⅱ(訪問看護技術） 宇都宮千都 〇 2 45 2 45
専門職連携Ⅰ（専門職の理解） 太田　美枝 〇 1 15 1 15
専門職連携Ⅱ（専門職連携） 太田　美枝 〇 1 15 1 15

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 7 150 0 7 0 0 30 60 45 15 0
成人看護学概論 上原　茂相 〇 1 30 1 30
成人看護学Ⅰ（急性期看護） 小路 陽子 〇 1 30 1 30
成人看護学Ⅱ（周手術期看護） 小路 陽子 〇 1 30 1 30
成人看護学Ⅲ（回復期看護） 島田　美鈴 〇 1 30 1 30
成人看護学Ⅳ（慢性期看護） 島田　美鈴 〇 1 30 1 30
成人看護学Ⅴ（終末期看護） 桑本　麻美 〇 1 30 1 30

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 〇 6 180 0 6 0 0 0 90 90 0 0
老年看護学概論 永井さつき 〇 2 45 2 45
老年看護学Ⅰ（高齢者のより健康な生活への支援） 永井さつき 〇 1 30 1 30
老年看護学Ⅱ（健康障害を持つ高齢者への支援技術） 永井さつき 〇 1 30 1 30

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 4 105 0 4 0 0 0 75 30 0 0
小児看護学Ⅰ（こどもを知る） 土居 泰子 〇 1 15 1 15
小児看護学Ⅱ（こどもをみる） 土居 泰子 〇 1 30 1 30
小児看護学Ⅲ（こどもの成長と看護） 土居 泰子 〇 2 45 2 45

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 4 90 0 4 0 0 0 45 45 0 0
母性看護学Ⅰ（親になるということ） 小池 佐知 ○ 2 45 2 45
母性看護学Ⅱ（こどもを産み育てるということ） 小池 佐知 〇 2 45 2 45

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 4 90 0 4 0 0 0 45 45 0 0
西村 紀子 〇 45
白石　久司 〇

精神看護学Ⅰ（治療的関係の形成） 大久保　真理 〇 1 30 1 30
谷岡　真作 〇 30
石﨑　弥生 〇

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 〇 4 105 2 2 0 45 0 30 30 0 0
医療安全 太田　美枝 〇 1 15 1 15

野本　崇 〇 30
吉田　昌弘 〇

横山 千津子 〇 30
﨑田　智美 〇

ケーススタディ 宇都宮千都 〇 1 30 1 30
臨床看護実践と総合評価 太田美枝 〇 1 30 1 30

　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 〇 5 135 0 5 0 0 0 0 45 60 30
 地域の健康支援見てこんけん実習Ⅰ(健康な人々への支援） 藤原 恵子 〇 1 45 1 45
 地域の健康支援見てこんけん実習Ⅱ（疾病や障害をもつ人々への支援） 小路　陽子 〇 2 90 2 90
基礎看護学実習Ⅰ(コミュニケーション） 藤原恵子 〇 1 45 1 45
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） 藤原 恵子 〇 2 90 2 90

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論実習 宇都宮千都 〇 2 90 2 90
成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期看護学実習） 小路 陽子 〇 2 90 2 90
成人看護学実習Ⅱ（急性期・周手術期・回復期看護学実習） 小路 陽子 〇 2 90 2 90
老年看護学実習Ⅰ（日常生活支援） 太田美枝 〇 2 90 2 90
老年看護学実習Ⅱ（健康障害を持つ対象への看護） 中岡加代子 〇 2 90 2 90

小児看護学 小児看護学実習 土居 泰子 〇 2 90 2 90
母性看護学 母性看護学実習 小池 佐知 〇 2 90 2 90
精神看護学 精神看護学実習 田中都智美 〇 2 90 2 90

看護の統合と実践 統合実習 小路陽子 〇 2 90 2 90
　　　　　小　　　　　　計　　　　　　　　　　　 〇 24 1080 4 2 18 45 135 0 90 720 90

109 3225 570 615 555 570 795 120
※実務経験のある教員は〇を実務経験のない教員には×を記している

総合計
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領域横断

基礎看護学

成人看護学

老年看護学

専
門
分
野

基礎看護学

 地域・在宅看
護論

成人看護学

看護の統合と
実践

災害看護と国際協力 1 30 1

看護管理 1 30 1

2

精神看護学Ⅱ（日常生活の支援技術） 1 30 1

2 45

母性看護学

精神看護学

精神看護学概論

老年看護学

小児看護学

1

 健康支援と社
会保障制度

健康論 1 15 1

1

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野

 人体の構造と
機能

 疾病の成り立
ちと回復の促

進

疾病の成り立ちと回復の促進Ⅰ（内部調節・運動機能障害） 1 30 1

疾病の成り立ちと回復の促進Ⅲ（栄養・排泄機能障害） 1 30 1

リハビリテーション医学 1 30

15

教育内容 科　目 教員名 実務経験 単位 時間

基
　
礎
　
分
　
野

 科学的思考
の基盤

 人間と生活・
社会の理解

生命倫理Ⅱ（医療と倫理） 1

コミュニケーション論

第1看護学科
実施単位数 1年 2年 3年


